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設置目的設置目的設置目的設置目的のののの達成度達成度達成度達成度    

１ 計画(Plan)と実績(Do) 

設置目的 

社会教育法第 20 条の目的を達成するため    

第 20 条 公民館は、市町村その他一定区域内の住民のために、実際生活に即する教育、

学術及び文化に関する各種の事業を行い、もつて住民の教養の向上、健康の増進、情操

の純化を図り、生活文化の振興、社会福祉の増進に寄与することを目的とする。 

運営事業名 Ｈ23 年値 Ｈ24 年目標値 Ｈ24 年実績値 対前年比 目標達成率 評価 

① 公民館活動推進事業 

（講座企画運営事業） 
1,632 人 1,600 人 961 人 58.89％ 60.01％ C 

② 公民館活動推進事業 

（会議室貸出事業） 
3,587 人 3,600 人 4,259 人 118.73％ 118.31％ A 

設置目的に対する総合評価     

目的達成度の 

評価基準 

① 参加者数＊実施数（複数講座がある場合は全講座の合計） 

② 利用者合計人数 

評価：目標達成率  

A100％以上、B100％未満 80％以上、C80％未満 60％以上、D60％未満 40％以上、E40％

未満 

 

２ 現状分析(Check) 

運 営 事 業 の 

意 義 と 現 状 

① 市の厳しい財政状況の中、限られた予算で館長に公民館講座を企画してもらい、前年度に比べ

ると参加者数は減少している。 

② 老人会等高齢者の利用が多数で、公民館の総利用者数については、前年度（23 年度）東日本大

震災後の利用制限体制の中でやや減少したが、24 年度は通常体制で運営する中、700 人程度の

増加がみられた。 

上 記 の 原 因 

① 公民館講座の種類は増えたが、既存の講座の中で実施回数が減少したものがあり、全体として

参加者数の減少が生じたものと考えられる。公民館利用者は既に特定の目的を持った団体が活

動の場として利用しているため、公民館講座への参加・参入を期待するのは難しい。 

② 市内の人口減少や高齢化も進行している中で、前年度（23 年度）は東日本大震災の影響により、

震災直後の団体活動の自粛や公民館全館の利用制限、また 7-9 月までの 3 カ月間の全館の利用

制限もあり、一時的に利用者数が減少したが、24 年度は通常体制の中で運営され、利用者数は

回復し、増加傾向にあるものと考えられる。 

 

３ 次年度以降への改善点(Action) 

具 体 的 な 

改 善 方 策 

① 公民館講座については、講座内容が固定化しつつあるため、現在開設されている公民館講座の

自主的活動への移行を推進し、並行して新規講座の開設を進める。 

② 将来的には統廃合計画により、地元区への譲渡を進める施設である。今後の施設の在り方を、

行政・地元区等関係者を交え、また、社会教育委員、公民館運営審議会等にも諮問する等して、

地元の実情にあった施設として方向性を見出していかなければならない。 

運 営 事 業 名 Ｈ25 年度目標値 備    考 

① 公民館活動推進事業 

（講座企画運営事業） 
960 人 前年度実績 961 人≒960 人 

② 公民館活動推進事業 

（会議室貸出事業） 
4,260 人 前年度実績維持 4,259 人≒4,260 人 

   

Ｈ25 年度運営

事業と目標値 

   

 

※参考 前年度までの運営事業の実績値と評価 

運 営 事 業 名 H  年度 Ｈ  年度 H  年度 Ｈ  年度 

総合評価                 

    

    

 

    

※平成 22 年度より（平成 23 年 7 月調書）開始のため、データ無し。 
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効効効効    率率率率    性性性性    

１ 計画(Plan)と実績(Do) 

効率性指標 Ｈ23 年度値 Ｈ24 年目標値 Ｈ24 年実績値 対前年比 目標達成率 

Ａ 施設総利用

者数等 
3,587 人 3,600 人 4,259 人 118.73％ 118.31％ 

Ｂ  年間経費

(除く収入) 

経費＋市職人件費 

1,851,091 円 － 2,329,187 円 125.83％ － 

①利用単位

当たり経費 

Ｂ／Ａ 516 円/人 520 円/人 547 円/人 106.01％ 105.19％ 

②光熱水費 787,266 円 747,000 円 866,240 円 110.01％ 115.96％ 

③消耗品費 18,244 円 18,000 円 42,502 円 232.96 ％ 236.12％ 

効率性指標の考え方等 
A 利用者数：公民館利用者人数 

B 年間経費：市の経費総額と事務に係る人件費（職員人件費÷職員数）＊1/20 人工 

 

２ 現状分析(Check) 

効 率 性 の 

現 状 

施設総利用者数が増加する中、年間経費は前年度（23 年度）並みに留まり、電気・ガス等の使用

料の値上げがある中で、前年度並みの光熱水費に抑えられたのは、節約への取り組み効果があった

ものと考える。 

消耗品費については 2 倍程度増えているが、軽微な修繕については、修繕費節減のため、消耗品を

購入し、管理人または職員が対応することもあることが増加の一因と考える。 

 

３ 次年度以降への改善点(Action) 

具 体 的 な 

改 善 方 策 

光熱水費、消耗品の増加を軽減するため、節電・節約に取り組み、利用者への声掛け等の協力依頼

や掲示物等により節電・節約の周知徹底を図る。 

① 利用単位当たり経費 Ｂ／Ａ 550 円/人 前年度実績維持 547 円/人≒550 円/人 

② 光熱水費 823,000 円 
前年度実績の 5％削減 

822,928 円≒823,000 円 

H25 年度効率性

の 目 標 値 

③ 消耗品費 43,000 円 前年度実績 42,502 円≒43,000 円 

 

※参考 前年度までの効率性指標 

効率性指標 H21 年度決算 H22 年度決算 H23 年度決算  

目標値（人） 6,100 人 6,100 人 3,600 人  

Ａ実績値 4,205 人 3,614 人 3,587 人  

Ｂ実績値 1,901,417 円 1,896,084 円 1,851,091 円  

Ｂ/Ａ 452.18 円/人 525 円/人 516 円/人  

対前年比（Ｂ/Ａ） 96.24％ 116.15％ 98.29％  

①利用単位当たり 

経費 

目標達成率（人） 68.93% 59.24% 99.64%  

目標値 847,000 円 847,000 円 579,000 円  

実績値 813,596 円 681,644 円 787,266 円  

対前年比 93.47% 83.78% 115.50%  
②光熱水費 

目標達成率 96.06％ 80.48％ 135.97％  

目標値 26,000 円 17,000 円 90,000 円  

実績値     6,852 円   90,270 円   18,244 円  

対前年比 3262.86% 1,317.43% 20.21%  
③消耗品費 

目標達成率 26.35% 531% 20.27%  
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４ その他の指標 

区  分 説    明 単位 H22 年度 H23 年度 H24 年度 

①有料部分の

年間経費 

使用料等を徴収する部分

の年間経費 
円 1,942,484 1,860,381 2,377,447 

②受益者負担

額 

施設の本来の目的による

使用料等の年間総額 
円 46,400 9,290 48,260 

③受益者負担

比率 
②÷① ％ 2.39 0.50 2.03 

④補正受益者

負担額 

減免者より正規の料金を

徴収したと仮定した場合

の受益者負担額 

円 46,000 265,000 582,000 

受益者負担 

の適正性 

⑤補正受益者

負担比率 
④÷① ％ 2.37 14.24 24.48 

 

年度 Ｈ22 年度 Ｈ23 年度 Ｈ24 年度 Ｈ25 年度(予算) 

人口（4 月 1 日：人） 25,224 24,881 24,515 － 

運営経費（収入除く） 75 74 95 － 

運営に掛か

る税負担 

(市民負担) 
人口 1 人あ

たり（円/人） 年間総経費 150 150 172 － 
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利用者満足度調査利用者満足度調査利用者満足度調査利用者満足度調査    

 

 

 

 

施設修繕計画及施設修繕計画及施設修繕計画及施設修繕計画及びびびび備品購入計画備品購入計画備品購入計画備品購入計画    

 

破損 

年度 
全ての破損した箇所・備品名 経費見積 

修繕・買換等 

予定年度 
備考（修繕済年度等） 

24 エアコン取替修繕 470,000 2４  

※今後想定される維持管理事項 

・特段、緊急を要する修繕箇所は無いが、空調設備等、建物全体が老朽化・劣化が進行している状態。 

・統廃合により譲渡した場合の維持管理費が課題となる。 

※アンケート実施無し。但し、予約受付時、使用後、館長会議等にて、

意見聴取している。 
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管理運営上管理運営上管理運営上管理運営上のそののそののそののその他評価項目他評価項目他評価項目他評価項目    

 

当該施設の必要性 

 

廃止、休止等の可能性 

 

施設の設置目的変更の可能性 

民間による管理運営の可能性 

 

今後の管理運営主体の見込み 

 

行政関与の妥当性 

社会教育法に基づく公民館としては、行政関与は妥当である。但し、市の総合

計画における公民館統廃合事業として、市内 9 公民館の中央公民館 1 館への統

廃合を進めており、朝日公民館は、地元区への譲渡を基本方針としており、地

元区の実情にみあった生涯学習施設の拠点として、譲渡のための調整を進めた

い。 

施設の管理運営と経費の妥当性 

比較的新しく状態の良好な公民館であるため、市の厳しい財政状況も考慮し、

可能な限り、必要最低限、使用に耐え得るまでに修繕等を施し運営している状

況にある。また、備品の劣化等については、緊急を要するものから順に対応し、

必要最低限の経費で運営している状況にある。 

施設の性質や実費経費からみた

受益者負担の妥当性 

使用者層の固定化傾向がみられ、市内の人口減少や高齢化の進行も重なり、使

用者数が伸びない状況に加えて年々施設の老朽化も進む中、受益者負担の原則

の観点から、維持管理費に見合う使用料収入を見込んだ受益者負担を使用者に

求めることは、使用の衰退等を招く原因になりうると考えられる。施設の性質

を念頭に、施設にとっての受益者負担の適正化を、市内各地域の公民館ごとの

規模の格差、建設時からの経過により地域ごとに異なる使用形態を踏まえ、ま

た類似施設との整合性を図りながら検討し、定期的に妥当性を見直し改善して

いくことが必要である。 

その他の管理運営上の課題 
統廃合による将来の地区の生涯学習施設の拠点として、地元区にみあった今後

の在り方、果たすべき役割について検討することが課題である。 

【参考】 

市内や賀茂郡内の類似施設の管

理運営状況等 

公民館廃止、代替施設として生涯学習センターの設置・整備が県内の傾向であ

る。社会教育法による公民館 11 館の設置は、県内においても多い設置数である。 

 

平成平成平成平成 2222４４４４年度年度年度年度    実施実施実施実施運営運営運営運営事業内容事業内容事業内容事業内容    

運営事業名 事業内容 次年度に向けての改善事項 

① 公民館活動推進事業 

（講座企画運営事業） 

詩吟 2 講座、コーラス 1 講座、ダンス

講座（新規）合計 4 講座で 143 回、961

人の利用があった。 

② 公民館活動推進事業 

（会議室貸出事業） 

380 回、4,259 人の利用があった。 

固定化している既存の講座を自主的活動

に移行するよう推進する。 

講座の募集から実施後の報告を広報等で

情報発信することで、既存の公民館講座

への参加者数の増加を図り、社会教育関

係団体、ボランティア活動団体等の公民

館活動の啓発や活動の活性化につなげ、

公民館活動を地域に広げる。 

   



 
 

 

平成 25 年度  施設名（愛称名） 下田市立朝日公民館  番号 30 

6 

施 設施 設施 設施 設 のののの 概概概概 要要要要    
    

１ 施設名 

（愛称名） 
下田市立朝日公民館 

２ 担当課 

担当係 

生涯学習課 

社会教育係 

３ 所在地 下田市吉佐美 883 番地の 1 ４ 設置年月 平成元年 3 月 20 日 

Ⅱ人が輝くまちづくり （1）自ら学ぶ人づくり 生涯学習 

基 本 目 標 いつでも、だれでも生涯にわたり学習できるまちを目指します。 

５ 総合計画の 

位置付け 基本目標を実現 

するための施策 

項目 

・公民館講座 

・公民館統廃合 

内容 

・公民館講座の開設 

・地域の実情に見合った公民館

の再編を図ります。 

６ 設置目的 

社会教育法第 20 条の目的を達成するため    

第 20 条 公民館は、市町村その他一定区域内の住民のために、実際生活に即する教育、学術及び文

化に関する各種の事業を行い、もつて住民の教養の向上、健康の増進、情操の純化を図り、生活文化

の振興、社会福祉の増進に寄与することを目的とする。 

７ 設置根拠 下田市立公民館設置管理条例 

敷地面積  856.697 ㎡ 

建物面積  延面積 482.673 ㎡  1F 247.246 ㎡  2F 235.427 ㎡ 

構造    鉄筋コンクリート造２階建 施設の概要 

1F 調理実習室・和室・トイレ・湯沸室・ラウンジ・管理人室 

2F 湯沸室・大会議室・中会議室・小会議室・トイレ 

実 施 事 業 

の  概  要 

・公民館講座の実施 

・その他「社会教育法第 22 条（公民館の事業）」に基づくもの 

料 

金 

区 

分 

会議室等使用料 

大会議室・中会議室・小会議室・和室・調理室 

 

午前 (9:00～12:00) 昼間(13:00～17:00) 夜間(18:00～21:00) 
名  称 

普 通 入場料 普 通 入場料 普 通 入場料 

多目的ﾎｰﾙ兼大会議室 2,000 円 4,000 円 2,000 円 4,000 円 3,000 円 6,000 円 

中会議室 1,000 円 2,000 円 1,000 円 2,000 円 2,000 円 4,000 円 

小会議室 1,000 円 2,000 円 1,000 円 2,000 円 2,000 円 4,000 円 

和室 1,000 円 2,000 円 1,000 円 2,000 円 2,000 円 4,000 円 

主  

な  

料  

金 

調理室 2,000 円 － 2,000 円 － 3,000 円 － 

減
免
内
容 

（使用料の免除） 

第第第第１０１０１０１０条条条条 市長は，特に必要があると認めるときは，別表に定める使用料を減免することができる。 

(１) 市の主催で使用するとき，又は国の機関若しくは地方公共団体が市と共催で使用するとき。（全額） 

(２) 公共的団体の主催で法第 20 条の目的に基づき住民のために使用するとき，又は市内の保育所，幼稚園若しくは

小・中学校の主催で，園児，児童，若しくは生徒の教育のために使用するとき。（全額） 

(３) 公立小・中学校（市内の公立小・中学校を除く。）若しくは公立高等学校の主催で，その目的が教育のために使

用するとき，又は委員会が認めた社会教育関係団体の主催で，その目的が当該団体の設立目的のために使用する

とき。（５割減額） 

(４) 国の機関又は地方公共団体の主催で，その目的が公共のために使用するとき。（３割減額） 

(５) 全各号に掲げるもののほか，市長が特に必要があると認めるとき。（３割減額） 

料 金 体 系 

利用料金制度 □ 有    � 無 

� 直接運営 

８ 施設の概要 

施 設 運 営 

方     法 □ 指定管理者制度 → 指定管理者  
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□ 一部委託    → 委託内容  

直接従事職員 
下田市職員数 

館長 1 名         常駐管理人 1 名 

下田市所有 他 9 公民館（社会教育法の規定による施設） ９ 市 内 の 

類似施設 

 
民間所有 

地区集会所等（自治会管理の地域コミュニティ施設） 

取得費及び財源内訳 平成 24 年度末残高 

土地取得費  土地残高  

建物取得費 94,628 千円 建物減価償却後残高 49,207 千円 

財源内訳  
減価償却費＝取得価格＊償却率＝

1,892,500  

国・県支出金 16,000 千円   

市債 38,000 千円 市債残高 0 千円 

一般財源    

 

寄附金等    

     

 

10 取得費等 

の情報 

（単位：円） 

物品(＊万円以上) 
 

物品減価償却後残高 
 

（備考） 

 

 

減価償却の方法 

・ 定額法 

・ 残存価格 1 円 

・ 新築翌年度か

ら償却 

・ 耐用年数 

50 年 

・建物経過年数 

24 年 

区    分 
H22 年度決算 H23 年度決算 H24 年度決算 H25 年度予算 

（8 公民館） 

収入   46,400 9,290 48,260 1,918,000 

収 入 合 計 46,400  9,290 48,260 1,918,000 

1 節 報酬   218,546 217,818 216,000 1,220,000 

７節 賃金 344,100 424,700 424,700 1,699,000 

8 節 報償費 40,000 48,000 40,000 329,000 

9 節 旅費 9,942 3,535 2,134 53,000 

11 節 需用費 950,719 855,490 1,378,742 6,275,000 

消耗品費 90,270 18,224 42,502 359,000 

印刷製本費 0 0 0 20,000 

光熱水費 681,644 787,266 866,240 4,956,000 

下水道費 0 0 0 150,000 

燃料費 1,061 0 0 29,000 

修繕料 177,744 50,000 470,000    761,000 

12 節 役務費 119,031 97,395 110,494  895,000 

13 節 委託料 71,022 52,034 54,651 780,000 

14 節 使用料 173 218 88 199,000 

19 節 負担金 16,037 14,009 8,221 74,000 

支出 

支出合計 1,769,570 1,713,199 2,235,030 11,524,000 

 

減価償却費 1,892,560 1,892,560 1,892,560 10,434,041 

市債利子 0 0 0 0 

職員人件費 172,914 147,182 142,417 1,352,772 

下田市負担年間総経費 3,788,644 3,743,651 4,221,747 21,392,813 

 

11 年間経費 

等推移 

（単位：円） 

備 

考 

○ 人件費は、１公民館を 1/20 人工として、職員人件費平均から算出したもの 

○ 事務に係る市職人件費=（職員人件費÷職員数）×1/20 人工×公民館数 

利用年度 H22 年度決算 H23 年度決算 H24 年度決算 Ｈ25 年度予算 

市 内 3,614 人 3,587 人 4,259 人 人 

市 外   人 0 人 

12 施設利用状

況等の推移 

利用 

状況 
利用 

者数 
合 計 3,614 人 3,587 人 4,259 人 人 



 
 

 

平成 25 年度  施設名（愛称名） 下田市立朝日公民館  番号 30 

8 

1048.32 円/人 1,043.67 円/人 991.25 円/人 円/人 参考：利用単位

当たり市負担額 算出方法：11 欄の「下田市負担年間総経費」÷利用者数 

休館日 祝日、12/28 から 1/3 まで 

使用 

時間 

午前９時から午後９時まで 

 

 


